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教育実習
教育実習とは１

教育実習とは、大学の専門課程や教職課程で学んできた知識の実践化を検証する機会であり、理論と

実践の統合の場です。また、実習生として学校教育の全体を総合的に認識し体験できる機会です。最低

限度の実践的指導能力を培う場であると同時に、その能力について自らの適性を見極める自己評価の場

となります。

教育実習の概要２

■ 対象者
中学校、高等学校免許状取得希望者

　�「特別支援学校実習」（教育学部教育学科生対象）、「教育実習演習（小）」（教育学部教育学科初等教育学専
攻生対象）については、教育学部発行の「授業ガイド」を参照してください。

■ 実習期間
３週間（120時間）以上。ただし、高校免許のみの取得希望者の場合は２週間（80時間）以上。

　�連続した３週間（２週間）の実習となるため、当該期間にはクォーター科目の履修登録は行わないでください。

■ 実習先
原則として、母校に教育実習の受け入れをお願いし、実習に行くことになります。

ただし、地域によっては母校での実習を禁止している場合もありますので、各自で確認する必要があ

ります。

また、やむを得ない事情（母校の廃校や移転、実習教科が母校に無い、海外の学校出身者など）で母

校での実習ができない場合は大学より東京都教育委員会を通じて、都内公立中学校へ受け入れ依頼をし

ますが、実習時期は選ぶことができず、受け入れが確実に決まるものではありませんので、各自でも実

習先を探す努力をしてください。

なお、実習先は中学校、高等学校どちらでも問題ありません。（例：中学・高校の両方の免許状を取

得予定の場合は、「中学：３週間」「高校：３週間」のどちらでも可）

ただし、教育委員会の規定や年間行事の都合などで、高校は２週間、中学は３週間で受け入れ予定を

組んでいる場合も多く、希望通りにならないこともあります。

■ 実習期間
原則として春学期（４月下旬～７月下旬）

■ 実習内容
担当教科の教壇指導や実技指導、道徳、ホームルーム、クラブ活動などの指導、授業の見学、学校行

事の参加など。

　�教育実習の概要や手続きの詳細は実習前々年度に行う「教育実習ガイダンス」で説明します。
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教育実習

早稲田大学で教育実習をおこなうには３

中学校・高等学校での教育実習とは別に、以下の科目を履修し、教育実習の事前指導および事後指導

を受ける必要があります。

■ 科目名
「教育実習演習（中・高）（３週間）」（配当年次：４年）

「教育実習演習（中・高）（２週間）」（配当年次：４年）

■ 履修の前提条件
次ページ以降に記載の教育実習前提条件を全て満たしている必要があります。

１つでも条件を満たしていない場合は、教育実習に行くことはできません。

■ 科目登録上の注意事項
「教育実習演習」は教育実習の実施期間・実施時期によって登録する科目・履修クラスが異なります。

原則として、科目登録後の変更はできません。下表を確認の上、科目登録を行ってください。

また、「教育実習演習」を科目登録することで、同年度秋学期の「教職実践演習」の履修クラスが自動登録

されます。ただし、教育実習演習履修後に留学・休学をする場合は自動登録の対象外となります。（☞ P.19）

２週間の教育実習の場合

実習時期 登録する科目名・履修クラス 取得可能免許状 実習先

４月～７月の場合 教育実習演習（２週間）の春学期開講クラス
高校のみ 中学または高校

８月～１月の場合 教育実習演習（２週間）の夏秋期開講クラス

３週間の教育実習の場合

実習時期 登録する科目名・履修クラス 取得可能免許状 実習先

４月～７月の場合 教育実習演習（３週間）の春学期開講クラス 中学のみ
中学高校両方

中学または高校
８月～１月の場合 教育実習演習（３週間）の夏秋期開講クラス

■ 開講クラスについて
春学期開講クラスは、シラバス指定の曜日時限に、事前指導４回（４月～５月）と事後指導３回（日

程は担当教員から指定あり）の計７回の講義が行われます（担当教員によって事前・事後の回数が変わ

る場合もあり）。

夏秋期開講クラスは、夏季休業期間中に事前指導４回（集中授業）と秋学期のシラバス指定の曜日時限

に事後指導３回の計７回の講義が行われます（担当教員によって事前・事後の回数が変わる場合もあり）。

夏秋期開講クラスを履修し、「教育実習演習」以外にも夏季集中授業を履修する場合は、科目登録時に

シラバスにて授業実施日を把握し、日程の重複が無いことを確認のうえで科目登録を行ってください。

事前指導・事後指導の欠席は認められません。事前指導に１回でも欠席がある場合には、実習校での

教育実習に参加することはできません。また教育実習期間、事後指導に１回でも欠席がある場合には、

教育実習演習の単位は認定されません。
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●「実習時期」が科目登録時に「未定」の場合は、「春学期」開講クラスを登録してください。その後、実習
　時期が「８月～１月」に決定した場合は、至急、教職支援センターに連絡をしてください。
●�実習校の都合により、「実習時期」が科目登録後に「変更」になった場合（「４月～７月」→「８月～１月」・
「８月～１月」→「４月～７月」）は、至急、教職支援センターに連絡をしてください。
●�戸山キャンパス開講クラスについては、文化構想学部および文学部生推奨のクラスです。
●�所沢キャンパス開講クラスのうち、AOおよびTクラスについては、スポーツ科学部生推奨のクラスです。�
また、APクラスは人間科学部生推奨のクラスです。

教育実習演習（中・高）前提条件〈新課程（2022年度以降入学者）、新課程（2019－2021年度入学者）〉
① 実習実施前年の「教育実習ガイダンス」に出席すること。
② 実習実施前年度の「教育実習事前登録」を期限内に完了していること。
③ �実習実施年度中に教員免許状取得に必要なすべての科目の単位を修得済み、または修得見込み
であること。

④ �実習実施年度春学期時点で４年生（履修学年※）以上で、実習実施前年度までに下記の卒業単
位を修得済みであること。（※休留学をした者は学年注意）

所属学部 単位数 所属学部 単位数

政治経済学部 84 基幹理工学部 77

法学部 92
創造理工学部

2019年度～2022年度入学者 87

文化構想学部 80 2023年度以降入学者 81

文学部 80
先進理工学部

2019年度～2022年度入学者 87

教育学部
初等教育学専攻・理学科 90 2023年度以降入学者 86

上記以外 84 社会科学部 76

商学部 84 人間科学部 83

スポーツ科学部 84

国際教養学部 84

⑤ 実習実施前年度までに、以下の科目の単位を修得済みであること。
　（�これらの科目と同等の科目でも可。各学部により異なります。詳細は本手引きP.17～18及び所
属学部の「学部要項」、「講義要項」、「授業ガイド」、科目登録の手引き」等を参照してください。）

※�夏秋期クラスの「教育実習演習」を履修する場合でも、必ず実習実施前年度までに以下の科目
を修得している必要があります。

●�「教職概論」「教育基礎総論１」「教育制度総論」「教育課程編成論」「教育心理学」「教科教育法１」
「教科教育法２」「教育方法・技術論」「特別支援教育」「生徒理解と教育相談」
●�「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理・データ活用及び人工知能に関する科
目又は情報機器の操作」の４領域のうち２領域以上（各領域ごとに２単位以上の修得が必要）
●「教科に関する専門的事項」（必修および選択）のうち16単位以上

　●�「教科に関する専門的事項」は、教育実習で担当予定の教科で「16単位以上」修得してください。� �
（前提条件の判定は事前登録時に申請された実習予定教科で行われます）
●�中学社会、高校の地理歴史、公民の中で２教科以上の免許を取得する場合（例：社会と公民）は、実習
予定の教科に関わらず１教科（社会か公民どちらか）の「教科教育法１・２」の単位を修得すれば、「教
育実習前提条件」を満たしているものとみなします。
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教育実習演習（中・高）前提条件〈旧課程（2018年度以前入学者）〉
① 実習実施前年の「教育実習ガイダンス」に出席すること。

② 実習実施前年度の「教育実習事前登録」を期限内に完了していること。

③ �実習実施年度中に教員免許状取得に必要なすべての科目の単位を修得済み、または修得見込み

であること。

④ �実習実施年度春学期時点で４年生(履修学年※)以上で、実習実施前年度までに下記の卒業単位

を修得済みであること。(※休留学をした者は学年注意)

所属学部 単位数 所属学部 単位数

政治経済学部 84
基幹理工学部

2017 年度以前入学者 82

法学部
2012年度以前入学者 86 2018 年度入学者 87

2013年度以降入学者 92
創造理工学部

2017 年度以前入学者 82

文化構想学部 80 2018 年度入学者 87

文学部 80
先進理工学部

2017 年度以前入学者 82

教育学部

初等教育学専攻・理学科 90 2018 年度入学者 87

地理歴史専修
（2017年度以前入学者） 88

社会科学部 76

人間科学部
2012 年度以前入学者 84

上記以外 84 2013 年度以降入学者 83

商学部 2014年度以降入学者 84 スポーツ科学部 84

国際教養学部 84

⑤ 実習実施前年度までに、以下の科目の単位を修得済みであること。

　（�これらの科目と同等の科目でも可。各学部により異なります。詳細は本手引きP.17～18及び所

属学部の「学部要項」、「講義要項」、「授業ガイド」、科目登録の手引き」等を参照してください。）

※�夏秋期クラスの「教育実習演習」を履修する場合でも、必ず実習実施前年度までに以下の科目

を修得している必要があります。

●�「教職概論」「教育基礎総論１」「教育制度総論（旧：教育基礎総論２）」「教育課程編成論」

「教育心理学」「教科教育法１」「教科教育法２」「教育方法・技術論（旧：教育方法研究）」

●�「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」の４領域のうち２領

域以上（各領域ごとに２単位以上の修得が必要）

●「教科に関する科目」（必修および選択）のうち16単位以上

　●�「教科に関する科目」は、教育実習で担当予定の教科で「16単位以上」修得してください。� �
（前提条件の判定は事前登録時に申請された実習予定教科で行われます）
●�中学社会、高校の地理歴史、公民の中で２教科以上の免許を取得する場合（例：社会と公民）は、実習
予定の教科に関わらず１教科（社会か公民どちらか）の「教科教育法１・２」の単位を修得すれば、「教
育実習前提条件」を満たしているものとみなします。
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教育実習参加の責任と心構え４

「教育実習」は、実習校や各教育委員会等の深い理解と協力の下で実施できるものです。

学生として学ぶのではなく、教員に準ずる立場で教員としての視点に立って真摯な態度で実習に臨ん

でください。また、以下の点において細心の注意を払い、行動してください。

☑大学、実習校、教育委員会より指示された手続きを遺漏なく行うこと。

☑�実習校を訪問、連絡する際は「服装」「礼儀」「所作」「言動」に注意し、「社会人」としての意識を

持ち、礼儀正しく行動をすること。また、実習校への通勤時の行動も自覚を持ってふるまうこと。

☑�麻疹（はしか）や風疹など伝染病予防のため、抗体検査を受診し、抗体が無い場合は、ワクチン接

種をすること。

☑�実習校によっては、「X線検査」等の受診を義務付けているため、定期健診などで受診しておくこと。

☑実習校と事前打合せをし、事前の準備を万全にしておくこと。

☑教員を目指す者として学生気分や受け身ではなく、高い意識を持ち実習に臨むこと。

☑実習校で知り得た情報等については、守秘義務を厳守すること。特にSNSへの投稿は慎むこと。

なお、「教育実習」は教員就職活動の一環であり、教員就職活動以外を理由とした「実習期間の変更」

や実習中の「遅刻」「欠勤」「早退」などは一切認められません。また、学生の取組みの姿勢や内容に著

しい問題があると判断した場合は、実習の中止や教職課程履修の中止等の措置をとる場合があります。

また教育実習の事前事後指導等において、学修状況について確認が必要と判断した場合、指導教員等

関係者に参考意見を求めることがあります。

　教育実習を受け入れる学校の現状と辞退行為について

近年、学校現場は多忙を極めています。そのような中で教育実習を受け入れることは、教員にとって更なる

負担増となります。多くの先輩教員達の「後輩を育てる」という使命感の上に、教育実習が行われていることを

決して忘れないでください。また、「社会人として教育実習に臨む」という意識がなく、「学生気分」のまま実習

に臨むことは、学校現場にとって、大変な迷惑であり、実習を引き受けてくださる先輩教員に対し、極めて失礼

なこととなります。

例年、教育実習が決まったあとに、就職活動、部活動など自己都合による教育実習の辞退が多発しています。

前述のとおり、実習校は負担を承知の上、実習を受け入れています。好意を無下にするようなことは絶対にしな

いようにしてください。やむを得ない事情（病気や事故、入院など）で教育実習を辞退する場合は、速やかに教

職支援センターに相談し、実習校に謝罪を行ってください。

実習生が教育実習に対し、誠実に努力をする姿が、受け入れをしてくれた実習校への一番の恩返しとなりま

すので、最後まで全力で教育実習に臨んでください。

　一般企業への就職活動の時期と教育実習期間の重複について

一般企業への就職活動時期が変更になったことにより、教育実習時期と重複する可能性が出てきました。これ

について教職課程では、就職活動を理由とする教育実習期間の変更は一切認めていません。なぜなら教育実習は

教員となるための就職活動の一環であり、また実習を受け入れていただく実習校に対し迷惑がかかるからです。

もし教員になることと、一般企業への就職で迷っている場合、教育実習については何よりも優先することに

なりますので、よく考えて教育実習に臨んでください。卒業後すぐに教員になるのではなければ、卒業後に教育

実習に行く（科目等履修生☞ P.56となる）ことも視野に入れてください。両立しようとしてどちらも中途半端

にならぬよう、注意してください。
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スケジュール５

　�手続きの詳細は掲示・MyWaseda等で周知しますので見落とさないでください。� �
手続きに遺漏があった場合、教育実習を行うことができなくなる可能性があります。

２～３年次（実習前々年度末～前年度）

２年次　２月 教育実習ガイダンス ●�教育実習の心得、注意事項、内諾活動方法、教育実習派遣までの
手続きに関する説明および内諾活動に必要な書類を配付します。

教育実習ガイダンス
終了後 教育実習内諾活動

●�母校へ内諾活動をしてください。（内諾活動とは、「母校へ教育実習
の受け入れをお願いする活動」です。）

３年次
７月～８月

教育実習事前登録 ●内諾活動の状況をMyWasedaから登録してください。
●次年度に教育実習を予定しているすべての学生の登録が必要です。
（内諾を得た場合、得られなかった場合、活動途中の場合、大学を通
じて東京都公立中学校へ斡旋希望の場合、附・系属校出身者の場合
などを含む）

内諾を得た後 教育実習事前手続き ●�教育実習の内諾を得た後に、実習校や各教育委員会へ必要な書類
を提出します。実習校や教職支援センターより対象学生へ連絡が
来る可能性がありますので、随時対応してください。

３月

前提条件判定 ●�実習前年度の「秋学期」成績発表後、前提条件の判定が行われます。

　�「教育実習前提条件」を満たせない場合、教育実習は実施できませんので、教育実
習を辞退する必要があります。前提条件を満たすことができなかった学生に対し

ては、教職支援センターより辞退手続き方法を通知しますので、必ず確認の上、

速やかに辞退手続きを行ってください。

実習校への事前挨拶 ●�教育実習にともない、改めて実習校へ事前挨拶をしましょう。
　�また、事前打合せの日程や諸注意事項がないかを実習実施の前年
度中に確認しましょう。

３月～４月 実習校への書類提出 ●�教育実習に必要な書類（教育実習依頼書や出勤簿、誓約書など）
を配布します。実習校との事前打合せ前（あるいは当日）に必ず
持参しましょう。

３月 科目登録 ●�「教育実習演習」を登録してください。

　�「教育実習演習」は「実習時期」「実習期間」によって、登録するクラスが異なりますので、注意してくだ
さい（☞ P.42）。
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４年次（実習実施年度）

実習開始前 事前指導 ●「教育実習演習」の授業内で事前指導がおこなわれます。

　�「事前指導」での「遅刻」「早退」「欠席」は一切認めていません。これらがある場合は、教育実習への派
遣を中止します。（webシラバス参照）

４月 健康診断 ●�「健康診断証明書」の提出を求められる場合があるので、教育実習
を希望する学生は全員受診しましょう。証明書は原則として６月
１日以降、自動証明書発行機で発行できますが、６月１日以前に
必要な場合は保健センターに相談してください。

４月以降 教育実習実施 ●�実習中にトラブルが生じた場合は、必ず教職支援センターまたは
「教育実習演習」担当教員に相談してください。

実習終了後

実習校への挨拶 ●�教育実習終了後、お世話になった先生へお礼状を出し、感謝の気
持ちを伝えましょう。また、教員就職が決まった際は報告しましょ
う。

事後指導 ●�実習が終了した旨、「教育実習演習」担当教員へ報告してください。
また、事後指導日の日程を確認して参加してください。

　�「事後指導」での「遅刻」「早退」「欠席」は一切認めていません。これらがある場合は、教育実習演習の
成績は不合格とします。（webシラバス参照）

教育実習に関するよくある質問６

Ｑ：実習先までの定期券は買えますか？
Ａ：教育実習期間中は大学が発行する「実習用通学定期乗車券用通学証明書」を提示することで、
「実習用通学定期乗車券」を購入することができます。� �
ただし、通常の通学証明書とは違い「鉄道会社の承認」が必要です。承認には大学から申請後、
「約１ヶ月」かかります。実習開始１ヶ月前までにWaseda Moodle「教育実習関連手続き」
掲載の「教育実習用定期購入のご案内」をよく確認の上、申請フォームより申請してください。�
なお、実習開始１ヶ月前を過ぎた場合は、発行できませんので回数券等で対応してください。� �
また、科目等履修生の学籍では「実習用通学定期乗車券」は購入できません。� �
ただし、研究科の学籍を有する場合には購入が可能です。� �
この場合には、実習１か月前までに教職支援センターに相談するようにしてください。

Ｑ：教育実習期間中の授業の欠席はどう扱われますか？
Ａ：「授業欠席特別扱願」（Waseda Moodle「教育実習関連手続き」からダウンロード可）で授業
欠席の配慮を願い出ることができます。� �
最終的な判断は各科目担当教員によりますが、事前に欠席予定の授業担当教員へ相談の上、実
習終了後に「授業欠席特別扱願」を提出してください。

※実習校の署名・押印が必要なため、実習期間中に実習校に記入を依頼してください。



48

Ⅰ
免
許
状
と
は

Ⅱ
取
得
要
件

Ⅲ
履
修
方
法

科
目
一
覧
・

Ⅳ
　
～
成
績

科
目
登
録

Ⅴ
介
護
等
体
験

Ⅵ
教
育
実
習

Ⅶ
免
許
状
申
請

Ⅷ
教
員
就
職

Ⅸ
そ
の
他

付
録

教育実習

教育実習体験レポート７

実習先：公立中高一貫校

教育学部：吉村　幸輝

私は都立の中高一貫校で３週間の教育実習を行
い、中学２年の地理と高校２年の日本史を担当した。 

私の授業は、パワーポイントでの授業スライド
の投影と、プリントでの穴埋めを主体として、こ
の２つの作成に注力した。プリントではA4用紙
１枚に１つの授業が収まるように調整し、冒頭に
授業テーマを提示し、発問で主体的な学びを促
し、最後にまとめを行うという形式を徹底した。
授業スライドは、導入に工夫を凝らし、時事的な
出来事や発問、個人的な体験を紹介し、当事者意
識を持たせ本編に入るようにし、写真や図表を用
いるように意識した。板書と違いスライドでは全
体図が見えなくなりがちだが、１枚にまとまった
授業プリントを穴埋めすることで全体図が把握で
きるようにした。さらに、板書に時間を割かずに
スライドでテンポ良く授業を進めることで、時間
配分を調整できた。発問においては個人作業、グ
ループワーク、発表の時間、解説のみとするなど
を流動的に設定し、理解度や経過に合わせて授業
を進めた。机間巡視では、発表の形式や指名する
生徒を誰にするかを精査した。授業が進みすぎた
場合に備えて、事前に該当する範囲の過去問の抜
粋も用意していた。 

生徒の集中力を50分間保つために、中学生と
高校生で異なる工夫を凝らした。中学生の授業で
は、導入時に関心を惹く話題を用意し、起立着席
を伴うゲームや、タブレット端末を用いた調べも
の学習、事前に発表を告知したうえでのグループ
ワークを行い、授業に集中させ、中盤には発問を
設置しテーマを再認識させた。高校生の授業で
は、自身の実績（高校時の模試の結果や、大学で
の専攻等）や教科書に載っていない歴史上のエピ
ソードを紹介し、生徒と積極的にコミュニケー
ションをとり信頼関係の構築に努めた。また、現
代の事象に例えた説明に工夫を凝らし、授業の緊
張感を解き集中力のオンとオフを管理し居眠り防
止に努めた。すると、当初は授業に耳を傾けな
かった生徒も、実習期間の終盤には意欲的に授業
に取り組むように変化した。 

授業時間外の生徒とのコミュニケーションや信
頼関係構築には非常に苦戦した。その理由は３つ
の原因が考えられる。１つ目は、名前と顔の不一
致である。人の名前と顔を覚えることが苦手なう
えに、新型コロナウイルス対策のため生徒のほと
んどがマスクを着用していたため、３週間が経過
してもクラス35人の名前と顔を覚えることがで
きなかった。２つ目は定期テストとの兼ね合いで
ある。実習期間の初週は前期中間テスト期間であ
り、生徒とコミュニケーションを取る時間がな
く、十分な自己紹介の機会を確保できなかった。
生徒たちの意識も定期テストに向けられていたた
めコミュニケーションに消極的になってしまっ
た。３つ目が黙食である。私自身の学生生活を思
い返すと、昼食の時間は教育実習生と生徒が会話
を交わす貴重な時間であったが、自身の実習の際
は新型コロナウイルス対策のため昼食は黙食であ
り、コミュニケーションの機会を損失した。しか
し、時間が経過するごとに機会は徐々に確保さ
れ、最終週には体育祭もあったため、最終的には
生徒と信頼関係を構築することができたと自負し
ている。 

３週間の実習期間を経て学んだことは、「信頼
関係の構築には個々の工夫が必要」ということで
ある。当初、中学生と高校生で同じような授業構
成を用意していたが、実際に授業を行ってみる
と、中学生は座学ばかりだと集中力は持続しない
ことや、板書に時間がかかる、メモをしないな
ど、想定外が次々と起きた。一方で高校生は、誰
も挙手しない、授業から外れた雑談に興味を示さ
ない、その反面グループワークやメモ書きに意欲
的であったなどの発見があった。初回の授業を終
えたあとに、中学生と高校生で授業構成を大きく
改め、中学生はグループワークや発問を増やし、
必要最小限以外は授業プリントに印刷し、スライ
ド１枚あたりの文字情報量を減らした。高校生
は、挙手を求めず、机間巡視の中で見つけた意見
を私の口から紹介した。結果的として初回に比べ
ると、生徒たちの特性に合わせた授業構成を構築
することができた。私自身が教員としてさらに経
験を積んだ後には、個別の生徒やクラスの特性に
合わせた授業構成や信頼関係の構築に努めたいと
思う。 
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教員になるためには学校現場の日常を知っておくことが大切です。今後の教員就職のために大きく役
立つ経験となりますので、以下の制度を積極的に活用してください。

教育インターンシップ１

授業科目として設置されており、１年間を通じて、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校で就業

体験（授業実施の補助や学校運営の補助等）を行います。履修は任意ですが、教育実習・教員採用試験

前に学校教育の実際を学ぶ機会となる実践体験型実習なので、積極的な履修をお勧めします。

■ 教育インターンシップの科目名
⑴ �「学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）」：

中学校でのインターンシップ

⑵ 「特別支援教育インターンシップ」：特別支援学校でのインターンシップ

⑶ �「インクルーシブ教育インターンシップ」：小学校・中学校での特別支援クラスでのインターン�

シップ

⑷ 「初等教育インターンシップ」：小学校でのインターンシップ

⑸ 「中等国語科インターンシップ」：高校での国語に特化したインターンシップ

■ 内容
インターンシップごとに内容が異なりますので、具体的な内容はwebシラバスを参照してください。

ただし、どのインターンシップも単なるお手伝い・ボランティアではなく、教職における自己課題を設

定し、それを実践に移していく活動となります。

■ 科目ごとに履修手続き方法が異なります。（☞ P.22～23）

教育ボランティア２

授業科目ではありませんが、本学が紹介する教育ボランティアとしては、新宿区と連携して区立の小

中学校に派遣を行う「新宿区教育ボランティア」制度があります。

■「新宿区教育ボランティア」体験内容
各学校によって異なりますが、主に以下の内容となります。

⑴ 小中学校の授業等において、教員とのティームティーチングによる児童・生徒の学習指導補助

⑵ 特に配慮を要する児童・生徒のための教育補助

⑶ その他この制度の目的に即した活動

学校現場での体験　教育インターンシップと教育ボランティア
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学校現場での体験

■ 体験までの流れ

４月 or 10月 説明会参加

●募集時期は４月と10月の年２回です。
●�体験申込には、説明会への参加が必須となります。説明会開催に
ついての詳細は教職支援センターwebページ、MyWasedaにて
連絡をします。

４月 or 10月 申込み
●�申込みについての詳細は教職支援センターwebページ、MyWaseda
にて連絡をします。

申込み後 体験先の決定
●�新宿区教育委員会が体験先を調整・決定します。学生には、決定
した学校または新宿区教育委員会より電話があり、体験スケジュー
ル等を確認します。

　申し込み後の自己都合による辞退、申込内容の変更は原則として認められません。

■ その他の教育ボランティア
各教育委員会、学校等学外からの教育ボランティアの求人については教員就職指導室（☞裏表紙の前

ページ、P.57～58）前の掲示板や、教員就職指導室の資料コーナーに掲示しています。

よくある質問３

Ｑ：教育実習、教育インターンシップ、教育ボランティアの違いは何ですか？
Ａ：教育実習は教員免許状を取得するために必須の授業科目の一つです。大学では事前・事後の指

導を受講します。また、実際に学校で教員としての業務を体験するため、２～３週間にわたっ
て、あらかじめ実習校にて準備された受け入れスケジュールに沿って、児童・生徒たちに教科
指導や生徒指導を行ないます。� �
また教育インターンシップも授業科目として設置されており、大学での授業を通じて、自己課
題を設定した上で、一年間（週１回のペース）にわたって学校現場での実務経験を積むととも
に、考察レポート等を作成します。� �
一方、教育ボランティアは授業科目ではなく、各地の教育委員会や各学校での募集に対して、
任意で応募し、学校の求める業務の補助（学習補助）を行ったりします。実際の活動期間、内
容も学校ごとに異なります。




